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北本町四丁目の白山神社で迎えられ、
北本町二丁目の陀羅尼八幡宮に
設けられた御旅所に一晩安置

●❷

※地図や神輿の経路は、
　簡略して表示しています。

八坂神社について
　文化年間（1804～1817）に八坂社（祇園社）、諏訪社、
日吉社の三社を合祀し、三ヶ所神社或いは諏訪神社と称
したこともありましたが、昭和3年に旧郷社に列せられ、
八坂神社と称しました。三柱神社、俗称として八王子様
とも言われています。八坂社（祇園社）の御祭神は須佐之
男命（すさのおのみこと）であり、牛頭天王の生まれ変わ
りとも言われています。お妃の大市姫命と八人の王子と
共に祀られるため、八王子（はっちょうじ）とも呼ばれ、市
場の神と言われています。諏訪社の御祭神は健御名方
命（たけみなかたのみこと）、日吉社の御祭神は大山咋命

（おおやまくひのみこと）です。

なお  え　つ　  たか  だ　  ぎ  おんまつり お たび しょぎょう  や たいじゅんじ こう

　慶長19年（1614年）に藩主松平忠輝公が直江津福島城
から高田城へ移ったことを機に、直江津のほとんどの社寺
が高田へ移りましたが、八坂神社は移りませんでした。上越
まつりの基盤となる祇園祭は歴代国司の崇敬も厚い八坂
神社の祭祀で、平安時代から続く、国家安全、家運長久を願
う祈願祭です。八坂神社は高田での朱印地（神社・寺院の
領地として安堵された土地）を辞退する代わりに高田へ出
向いて祇園祭を行うこととなり、以降、神様から御神輿にお
遷りいただき直江津・高田を巡幸するという独特の祭祀が
始まりました。御旅所とは、祭祀の道中に御神輿を一時的に
安置する仮の御宮のことです。

※「直江津・高田祇園祭の御旅所行事と屋台巡行」は、
平成29年3月21日に新潟県無形民俗文化財に指
定されました。

荒川橋には
屋台が並び、

笛や太鼓のお囃子で
神輿を迎える。

神輿は荒川町を
巡幸した後、

御旅所に安置。

28日夜、
八坂神社に
還御される。

29日が祭の最後を飾る御　米奉納。

八坂神社の境内を走り抜けて奉納するもので、
勇壮な港町の文化、気質を感じることができる。

お  せん  まい  ほう  のうお  せん  まい  ほう  のう

町内の青年が屋台に積んだ俵３俵をかつぎ、

27・28日には直江津の町内を
神輿が巡幸し、屋台も巡行する。

●❶
神輿の巡幸順

  じゅん こう

～
みこし

●❶ 7月23日 発輿祭で
直江津の八坂神社を
神輿が出発

はつ  よ  さい

25日は神輿は御旅所に
安置され、祭祀が執り行われる。
また、上越まつりの各種イベントが

開催される。

26日は
裏祇園と呼ばれ、

神輿は大町、仲町、
寺町、東本町を通り
稲田から直江津へ
みこしの奉送を行う。

●❺

●❸ 24日は表祇園といわれ、神輿は
北本町、本町、南本町と巡幸して、

本町二丁目と三丁目の間の御旅所に
安置される。
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※自転車も軽車両です。交通規制区間内では自転車を降りて押して歩いてください。
※上越まつり期間中の路線バスの運行は、車内又はバス案内所のポスターをご覧ください。

↑

駐車場
駐輪場

車両通行止
（自転車も含む）

24日㈭  14：00～21：30
25日㈮  13：00～21：30 本町２丁目ライオンズマンション ～ 本町５丁目「高田駅前通り」
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26日のみ
仮設トイレ
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ナイアガラ

大花火大会中、
荒川橋・直江津
橋の上では、
立ち止まって
観覧しないで
ください。

※この場所は
花火当日の
み無料駐車
できます。

駐車場

現地本部（28日）

現地本部（29日）

●

●
●

●

●仮設トイレ（28・29日のみ）

仮設トイレ
（28日のみ）

●

７月26日花火打上げ当日（雨天の場合は
27日）夜間関川及び河口付近通行の船舶は
必ず灯火を付けてください。

※図面には明示しませんが、主要道路の
すべてが「指定駐車禁止区間」となって
おりますのでご注意ください。

なお、19：30～21：30の間は警備艇以外の
通行を禁止します。立入禁止

車両通行止（自転車も含む）
 （26日 14：00～17：00）

車両通行止（自転車も含む）
 （28日 18：00～21：00）
車両通行止（自転車も含む）
 （29日 17：30～22：45）

車両通行止（自転車も含む）
 （26日 19：00～22：00）

車両通行止 露店のため（自転車も含む）
 （26日 12：00～23：00）

駐車場 信号機

信号機

※花火大会が27日に順延となった場合は、26日
　12：00～27日23：00まで車両通行止めとなり
　ます。
※花火大会が30日に順延になった場合は、同じ交
　通規制区間となります。

※花火大会が27日または30日に順延になった場合
　も、26日と同じ交通規制区間と時間となります。

・・・・
・・・・
・・・・
・・・7月26日㈯ ●歩行者天国（昼）

●大花火大会 ●露店（三・八通り）

7月28日㈪ ●大民踊流し
●露店（八坂神社）

29日㈫ ●御饌米奉納
●露店（八坂神社）

花火打上げ場所

花火打上げ場所

●うみがたり
（水族博物館）

市街部交通規制時
バスのりば案内

❶直江津ショッピングセンター前　各線共通のりば
❷直江津駅南口　名立線・能生線の他、規制時間帯で次の路線が臨時停車します。
　　　　　　　　　上越大通り線（福橋東・鵜の浜発着のバス）・南川線・浦川原線・
　　　　　　　　　富岡線・桑取線・佐内直江津循環線

❸直江津駅前　春日山線（直江津駅発便）・教育大学線・山麓線・上越病院線のりば
❹宮の前公園　犀潟・鵜の浜・百間町方面行きのりば（上越大通り線・南川線）
❺春日新田西　福橋東・青野・浦川原方面行きのりば（直江津～浦川原線）
❻春日新田西　リージョンプラザ・富岡方面行きのりば（富岡線）

高田地区交通規制図

直江津地区交通規制図 50
令和７年

高田祇園祭 7月23日水 ～ 26日土　直江津祇園祭 7月26日土 ～29日火

現地本部TEL. 080-8762-3222

お問合せ 高田祇園まつり奉賛会・直江津祇園祭協賛会事務局（上越商工会議所内）TEL.025-525-1185
上越まつり委員会事務局（公益社団法人上越観光コンベンション協会内）TEL.025-543-2777

現地本部TEL. 080-6523-2057
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